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衆
議
院
議
員
春
日
正
一
君
提
出
三
菱
電
機
株
式
会
社
と
兵
庫
警
察
署
と
の
結
託
に
よ
る
労
働
運
動
彈
圧
事
件
に
関
す
る

質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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質
問
主
意
書
に
は
藥
師
寺
外
三
名
の
逮
捕
の
理
由
は
、
單
に
ガ
ラ
ス
四
枚
を
破
損
し
た
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
事
実
に
反
し

て
い
る
。 

藥
師
寺
外
三
名
は
、
一
月
十
一
日
同
人
等
が
三
菱
電
機
神
戸
製
作
所
の
労
働
争
議
に
際
し
、
多
衆
の
デ
モ
隊
の
先
頭
に
立

ち
、
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
同
会
社
所
長
室
入
口
に
押
し
か
け
、
同
所
附
近
の
警
戒
に
当
つ
て
い
た
会
社
側
の
警
戒
員
数
名
に

対
し
暴
行
を
加
え
、
多
衆
の
威
力
を
も
つ
て
右
所
長
室
内
に
乱
入
し
、
室
内
の
器
物
を
損
壞
し
、
右
所
長
外
数
名
に
対
し
暴

行
脅
迫
を
な
し
た
と
い
う
被
疑
事
実
に
も
と
ず
き
、
一
月
十
八
日
に
至
り
、
裁
判
官
の
令
状
に
よ
つ
て
逮
捕
及
び
家
宅
捜
索

を
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
右
事
件
の
被
疑
者
中
一
名
は
神
戸
家
庭
裁
判
所
に
送
致
し
、
そ
の
余
は
神
戸
地
方
検
察
庁
に

お
い
て
処
理
中
で
あ
る
が
、
藥
師
寺
外
三
名
は
い
ず
れ
も
検
察
庁
に
お
い
て
す
で
に
一
月
三
十
一
日
身
柄
を
釈
放
し
て
い
る
。 

本
件
に
つ
い
て
、
神
戸
地
方
檢
察
庁
に
お
け
る
処
理
の
結
果
は
、
追
つ
て
判
明
す
る
も
の
と
思
う
が
、
本
件
に
つ
い
て
目 

衆
議
院
議
員
春
日
正
一
君
提
出
三
菱
電
機
株
式
会
社
と
兵
庫
警
察
署
と
の
結
託
に
よ
る
労
働
運
動
彈
圧 

事
件
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



 

四 
下
の
と
こ
ろ
警
察
側
の
不
当
彈
圧
と
認
め
る
事
情
は
な
い
。
な
お
、
労
働
運
動
に
つ
い
て
は
、
不
当
彈
圧
に
陥
る
こ
と
の
な

い
よ
う
重
ね
て
注
意
を
喚
起
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
御
趣
旨
の
点
は
充
分
留
意
い
た
し
た
い
。 

質
問
主
意
書
第
三
点
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
デ
モ
隊
の
乱
入
に
際
し
、
会
社
側
の
警
戒
要
請
に
対
し
所
轄
警
察
署
よ
り


察
員
を
現
場
に
派
遣
し
、
組
合
幹
部
の
統
制
に
よ
り
混
乱
を
收
む
べ
き
旨
勧
告
し
た
事
実
は
あ
る
が
、
そ
の
結
果
混
乱
は
漸

次
收
ま
つ
た
も
の
で
挑
発
し
た
よ
う
な
事
実
は
な
い
。
質
問
主
意
書
第
四
点
及
び
第
五
点
に
つ
い
て
、
そ
の
よ
う
な
事
実
は

な
い
。 

右
答
弁
す
る
。 
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